
令和７年度第１回可茂エリアWGにおける議論のポイント （令和8年3月6日）

○可茂エリアにおいては、国道21号新太田橋交差点や住吉南交差点、太田町交差点、大針IC交差点を先頭とした渋滞が発生
しており、特に、新太田橋交差点を起点とした国道21号下り線渋滞が可茂エリア内ワースト１位。
○新太田橋交差点においては、宮浦高架橋の４車線化を実施することで、渋滞緩和の見込みがあるほか、周辺交差点に及ぼす
影響も軽微であることから、優先対策箇所に位置づけ。

■優先対策箇所
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新太田橋

住吉南
新太田橋交差点を起点とした国道21号下り線渋滞

《新太田橋交差点南側》
・宮浦高架橋手前で車線数減少により、手前区間
での車線利用率の偏りによる渋滞
《住吉南交差点の渋滞発生状況》
・右折交通の集中及び新太田橋交差点からの車線
利用の偏りによる渋滞
（可茂ワースト1位）

太田町交差点（西側流入部）2

右折車両の本線阻害による渋滞
（最大380m：18時台）

《大針IC交差点の渋滞発生状況》
・美濃加茂市街方面への
交通集中による渋滞（朝ピーク）

《太田町交差点の渋滞発生状況》
・〈西側〉右折交通の集中による渋滞
（直進阻害発生）
・〈南側〉南側流入部直進・左折交通
の集中による渋滞
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【主要渋滞箇所】
：主要渋滞箇所
：主要渋滞区間
：箇所（踏切）

出典：（旅行速度）ETC2.0データ R6.10平日 7時台
（最大渋滞長）実態調査結果R5.5.16（火）、R6.12.4（水）

※主要路線（国道21号、国道41号、国道248号、土岐可児線、各務原
美濃加茂線、および主な交差道路のみ表記
©国土地理院 基盤地図情報

○宮浦高架橋の４車線化

■渋滞損失時間（昼間12時間の渋滞発生）及び混雑時旅行速度（ピーク時：朝7時台）
区間別・方向別渋滞損失時間（可茂エリア内直轄上位20区間）
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1位：新太田橋交差点を起点とした国道21号下り線渋滞

（順位）

2位：中濃大橋南 南側流入部

5位：太田町 西側流入部

14位：太田町 南側流入部

3位：住吉南 北側流入部

算定式：交通量×（平均旅行時間ー基準旅行時間）×平均同乗人数
データ：交通量：R6トラカンデータ及びR6~4交通量実態調査、平均旅行時間：R6.9~11ETC2.0データ 基準旅行時間・平均同乗人数：H22全国道路・街路交通情勢調査DB・H17
全国道路・街路交通情勢調査 OD調査※主要渋滞箇所選定時のデータ（渋滞対策推進協議会における交通状況のモニタリングの考え方に準拠）
新太田橋交差点を起点とした国道21号下り線渋滞：宮浦高架橋の車線減少に伴う利用車線の偏りによる渋滞発生区間合計(新太田橋交差点南側流入部・住吉南交差点東側流入部)

右折（美濃加茂中心市街方面）車両
の集中により朝ピーク時に瞬間的に大き
な渋滞が発生（最大800m：7時台）

大針IC交差点（南側流入部）1

至 各務原市

至

大
針
I
C

新太田橋交差点（南側流入部）3

宮浦高架橋での車線減少に伴う渋滞
（最大180m：17時台）

第1車線に利用が偏っている

住吉南交差点（東側流入部）4

右折第2車線にスペースがあるが使われていない
右折（美濃加茂中心市街方面）車両による渋滞
（最大250m：8時台）
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■交通課題・渋滞要因（田島町4～住吉南交差点）

データ：実態調査結果R6.12.4(水)、現況・各整備案実施時のミクロシミュレーション解析結果、交通量推計結果（OD:H27道路交通センサスベースR22将来OD、NW：R6時点事業化NW）より算出。
現況渋滞損失時間・現況旅行時間・基準旅行時間・平均同乗人数：資料上段グラフと同様に算出。将来渋滞損失時間：整備前後の交通量推計結果の渋滞損失時間変動率を現況値に乗じて算出。現況・将来走行台キロ：交通量推計結果より算出。：労働時間：渋滞損失時間の差分÷日あたり労働時間より算出。労働時間は毎月勤労統計調査(R6)より
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新太田橋

宮浦拡幅

渋滞解消

木曽川

影響軽微

渋滞一部
解消 影響軽微

宮浦ー住吉ブロック

渋滞規模が最も大きい宮浦ｰ住吉ブロックの渋滞解消効果が大きく、
周辺に及ぼす影響も軽微。⇒優先対策箇所に位置づけ

至 可児市
（文化創造センター北方面）

■宮浦高架橋の４車線化による周辺交差点への影響・効果

宮浦高架橋の車線減少に伴う利用車線の偏在により、新太田橋交差点を
起点とした国道21号下り線渋滞は新太田橋南側から住吉南交差点東側
までの一連の交通渋滞となっている。

■宮浦拡幅整備による美濃可茂中心市街
地付近の走行台キロ・渋滞損失時間の変化

車線数減（宮浦高架橋）
を起点とした渋滞が解消

車線数減（宮浦高架橋）
を起点とした渋滞が解消

◆可茂エリア全体
・国道21号利用主要ODの所要時間短縮
・地域走行台キロ減少、渋滞損失時間減少

宮浦ー住吉ブロック

至 可児市
（文化創造センター北方面）

新太田橋

住吉

住吉南

右折第1車線に利用が偏り、
渋滞が発生

宮浦高架橋での車線減少に
より利用車線に偏りが生じ、
渋滞が発生
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■国道21号下り線車線利用率
（新太田橋直進・住吉南右折）
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市街地

最大滞留長 330ｍ
最大渋滞長 250ｍ
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